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轍
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．
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矧
嚢
”
灘
騨
・
難
　
懲
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
難
難

躍
．
、
、
醗
霧
濯
真
葱
魂
置
羅
が
、

魚
沼
魚
協
及
ぴ
仙
田
商
工
会
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
今
後

毎
年
放
流
す
る
予
定
。

大
公
望
に
と
っ
て
、
楽
し
い
川
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

．’露’

繍

携
辮

・　蝶

馨
、

蝿

欝繊　　
ド

翻

｛髪恕覆箋養易器昌｝

　人ロの動き

　7月1日現在
男5，144（｝8）

女　　5，218

計10，362（＋8）
世帯数2，356（＋4）

（）内は前月比較

謙蓬・
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購
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．
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縮
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．
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．
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．

　
　
　
灘
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，
．
、
．
難
騰
．
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　　　　　　　　　　　　繍鰍

　　　へ　　　　
　　　驚講一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫♂騨藍覇騨．騰

夏の交通事故防止運動

7月21日～8月20日まで
一運動の重点、一一

　　1，夏季における安全運転の確保

　　2，夏休み中のこどもの交通事故の防止

　　3，過労、飲酒運転の防止

　　　　　　

鍵　耀

　7月の休日救急医＿＿一＿一繭鞠＿一幽一一

　　　　　　　　　　　　　　
　111日大島医院’2－29571　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　118日至誠堂医院2－32761　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　125日十日町病院7－55661　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　⑧㊧◎㊤㊥㊥⑤
7月14日・21日・28日　8月4日・11日

灘灘　
繍
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一
セ
ー
一
ヲ
鵡

　
　
　
　
類
似
施
設
建
設
に
反
対
〃
”

川
中
の
給
食
棟
建
設
な
ど
も
契
約

　
第
四
回
の
町
議
会
は
、
先
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
定

例
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
一
般
・
特
別
会
計
の
補
正
、
四
件
に
わ

た
る
工
事
請
負
契
約
条
例
関
係
な
ど
。

50年度
一般会計

最
終
補
正
で

　
ま
た
、
最
終
日
は
、
折
か
ら
の
モ
ー
テ
ル
問
題
な
ど
が

｝
般
質
問
と
し
て
出
さ
れ
、
三
十
名
の
傍
聴
の
中
で
に
ぎ

や
か
な
論
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

十
六
億
一
千
六
百
万
円
に

　
補
正
予
算
は
、
五
十
年
度
の
一
般
会

計
、
五
十
一
年
度
の
一
般
会
計
ほ
か
四

特
別
会
計
で
す
。

　
五
十
年
度
の
一
般
会
計
は
、
国
県
支

出
金
及
ぴ
町
債
の
最
終
的
な
決
定
に
よ

り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
結
果
、
歳

入
歳
出
と
も
十
六
億
一
千
六
百
八
十
一

万
九
千
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
五
十
一
年
度
一
般
会
計
の
補

正
で
主
な
追
加
事
項
は
、
先
ご
ろ
決
っ

た
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
三
百

万
円
、
二
次
構
の
農
地
造
成
改
良
事
業

に
千
五
百
六
十
二
万
円
、
町
道
改
良
舗

装
（
霜
条
、
伊
友
な
ど
）
事
業
に
四
百

八
十
五
万
円
、
町
道
の
消
雪
パ
イ
プ
（

神
社
線
、
沖
立
線
な
ど
）
敷
設
に
千
八

百
二
十
一
万
円
、
土
地
取
得
費
（
農
村

公
園
、
駐
車
場
造
成
な
ど
含
む
）
に
二

千
三
百
十
四
万
円
、
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
少
額
な
が
ら
、
町
制
二
十
周

年
に
ま
つ
わ
る
式
典
費
用
な
ど
も
、
新

規
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
県
支
出
金
に
二
千
九
百

八
十
七
万
円
、
町
債
三
千
六
百
八
十
万

円
な
ど
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
請
負
契
約
は
、

川
西
中
の
給
食
棟
建
設

ほ
か
二
件
と
、
菅
倉
橋

災
害
復
旧
工
事
の
契
約

変
更
（
工
期
を
七
月
二

十
六
日
ま
で
一
か
月
延

長
）
で
す
。

そ
の
内
容
は
、

◎
川
西
中
給
食
棟
建
設

工
事
は
、
五
千
三
百
六

＋
万
円
で
㈱
丸
山
工
務

所
が
施
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
工
事
は

こ
と
し
十
一
月
い
っ
ぱ

い
で
完
成
の
予
定
で
す
。

で
す
。

◎
木
落
地
区
簡
易
水
道
工
事
は
、
四
千

七
百
万
円
で
北
栄
建
設
㈱
が
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
完
了
は
、
来
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
予
定
で
す
。

給食棟は5360万円

　　11月中には完成
轟工

◎
民
有
林
林
道
の
開
削
が
、
千
二
十
五

万
円
で
㈱
吉
楽
土
建
に
決
り
ま
し
た
。

工
事
は
十
月
末
日
ま
で
。

　
昨
年
霧
谷
地
内
ま
で
市
ノ
越
林
道
と

し
て
開
削
し
ま
し
た
が
、
継
続
事
業
と

し
て
若
ノ
窪
に
か
け
て
開
削
す
る
も
の

監
査
委
員
に

　
星
名
氏
を
再
選

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
、
任
期
満
了

を
迎
え
る
町
監
査
委
員
に
、
沖
立
の
星

名
安
信
氏
が
再
度
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
初
日
に
は
、
町
商
工
会
館
の

建
設
に
関
す
る
請
願
が
、
商
工
会
長
な

一
「
1
－
1
雪
ー
ー
ー
ー
ー
1
ー
ー
ー
1
ー
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議会・　
　
　
あ
と
さ
ヨ

ニ
十
三
日
、
本
会
議
開
会
前
に
、

教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
に
百
万
円
の
寄

付
を
さ
れ
た
十
日
町
市
、
株
式
会
社

社
長
丸
山
松
平
氏
に
、
総
理
大
臣
三

本
武
夫
よ
り
の
ほ
う
状
が
伝
達
さ
れ

た
。
　
二
十
五
日
、
本
会
議
終
了
後
の
協

ど
か
ら
出
さ
れ
、
関
係
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
期
で
の
条
例
関
係
は

◎
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
ぴ

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◎
地
下
水
採
取
の
規
制
に
関
す
る
条
例

の
制
定
、
な
ど
で
す
。

一
般
質
問
に
六
人

モ
ー
テ
ル
問
題
全

員
で
反
対
の
議
決

　
一
般
質
問
に
は
、
六
議
員
が
た
ち
、

当
面
す
る
町
政
に
つ
い
て
、
町
長
の
見

解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
以
下
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

田
中
与
三
郎
氏
　
◎
町
民
体
育
館
建
設

と
そ
の
時
期
、
◎
総
合
グ
ラ
ン
ド
の
建

設
と
遊
歩
道
の
開
削
に
つ
い
て

町
　
長
　
◎
国
県
か
ら
の
補
助
や
、
起

債
に
頼
ら
な
け
れ
ば
建
設
で
き
な
い
が

町
の
人
口
や
規
模
が
小
さ
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
な
か
な
か
そ
の
順
番
が
ま
わ
っ

て
来
な
い
。
五
十
二
、
三
年
を
め
ど
に

さ
ら
に
運
動
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

議
会
で
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。
寵

一
、
仙
田
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
の
備
品
　
盟

と
U
て
、
組
立
式
ス
テ
ー
ジ
、
た
た
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

み
な
ど
評
価
額
約
二
十
一
万
六
千
円
　
調

が
、
仙
田
地
区
民
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

二
、
山
野
田
地
内
の
宅
地
造
成
と
分
譲
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

の
状
況
の
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

三
、
教
員
住
宅
建
設
請
負
契
約
は
、
㈱
｝
㎝

丸
山
工
務
所
が
九
千
二
百
四
十
万
で
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

締
結
、
四
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

業
の
地
区
要
望
の
集
計
状
況
な
ど
。
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

◎
山
野
田
地
内
の
グ
ラ
ン
ド
が
手
ぜ
ま

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
山
側
に
移
転
し

た
い
考
え
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
実
現

に
よ
っ
て
は
、
付
近
の
環
境
を
生
か
し

た
遊
歩
道
も
是
非
取
り
入
れ
た
い
、
と

検
討
中
で
あ
る
。

滋
野
一
郎
氏
　
誘
致
工
場
と
町
の
責
任

に
つ
い
て

町
　
長
　
工
場
誘
致
は
、
町
と
し
て
も

力
を
入
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
ρ

企
業
も
、
従
業
員
も
、
安
心
し
て
仕
事

が
で
き
、
お
互
い
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
町
と
し
て
も
監
視
は
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

戸
田
専
治
氏
　
議
会
議
員
を
町
政
事
務

嘱
託
員
に
委
嘱
す
る
こ
と
に
つ
い
て

町
　
長
　
従
来
の
慣
習
も
あ
り
、
部
落

行
政
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
な
ら
、
好

都
合
だ
と
考
え
て
い
た
。
県
の
指
導
や

郡
市
内
の
状
況
を
見
な
が
ら
研
究
を
し

て
み
た
い
。

戸
田
哲
次
氏
　
◎
農
業
労
働
災
害
補
償

制
度
（
仮
称
）
の
創
設
、
◎
モ
ー
テ
ル

類
似
営
業
申
請
に
つ
い
て

町
　
長
　
◎
こ
う
し
た
制
度
が
あ
る
の

か
ど
う
か
、
私
自
身
承
知
し
て
い
な
い
。

調
査
の
う
え
、
必
要
な
ら
ば
国
や
県
に

も
働
き
か
け
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　
（
モ
ー
テ
ル
関
係
は
、
次
の
質
問
と

あ
わ
せ
て
一
括
答
弁
）

桑
原
要
雄
氏
　
モ
ー
テ
ル
類
似
の
建
設

反
対
に
つ
い
て

高
橋
弥
太
郎
氏
　
モ
ー
テ
ル
類
似
建
設

に
つ
い
て

町
　
長
　
モ
ー
テ
ル
類
似
施
設
の
建
設

に
っ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が
い
わ
れ
る
と

お
り
好
ま
し
く
な
い
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
る
。
第
二
、
第
三
の
類
似
施
設
の
建

設
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、

住
民
感
情
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
ふ
・
く
・
し

ん
国
民
年
金
保
険
料
は

●　
　
　
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
よ
う

き●
　
　
今
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
納

ん
入
月
で
す
。
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

．
せ
ん
か
。

ね　
　
　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま
に

し
て
お
き
ま
す
と
、
老
齢
年
金
を

は
じ
め
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金

な
ど
、
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
年
金

が
も
ら
え
な
く
な
る
乙
と
が
あ
り

ま
す
。

　
保
険
料
は
、
必
ず
納
期
限
ま
で

に
納
め
る
よ
う
心
が
け
ま
し
よ
う
。

　
保
険
料
の
納
期
は
、
毎
年
四
月

七
月
、
十
月
、
　
一
月
で
す
。

　
納
め
る
保
険
料
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
納
期
限
月
の
先
の
三
か
月
分

で
す
。
例
え
ば
七
月
は
、
七
月
、

八
月
、
九
月
分
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て
い
る
と
だ
ん
だ
ん
額
が
か
さ
み

い
っ
そ
う
納
め
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
、
納
付
に
は
十
分

気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
し
か
し
、
法
律
ど
お
り
に
申
請
が
出

さ
れ
、
県
で
許
可
す
る
な
ら
、
町
は
絶

対
に
建
設
さ
せ
な
い
と
す
る
拘
束
力
も

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
地
元
と
業
者
で
、
納
得
で
き
る
ま
で

誠
意
を
も
っ
て
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
町
と
し
て
も
、
保
健
所
、
警
察
な
ど

関
係
方
面
に
十
分
申
し
入
れ
を
行
い
、

で
き
る
な
ら
中
止
の
方
向
に
進
め
た
い

考
え
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
あ
と
議
員
か
ら
の
提
案

に
よ
る
「
モ
ー
テ
ル
施
設
に
類
似
し
た

建
物
の
建
設
許
可
に
反
対
す
る
決
議
」

を
、
全
員
で
可
決
し
、
関
係
機
関
へ
送

付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

玉
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20日・町で未る

知
事
と
の

　
今
月
二
十
日
に
〃
知
事
と

の
青
空
対
話
集
会
〃
が
川
西

町
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
君
知
事
が
直
接
へ
き
地
を

訪
れ
、
地
域
の
方
々
と
親
し

く
語
り
合
お
う
と
い
う
趣
旨

の
も
の
で
、
日
程
と
し
て
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
第
一
会
場
（
白
倉
小
学
校
校
庭
）

　
　
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
O
時
ま
で

☆
第
二
会
場
（
仙
田
小
学
校
校
庭
）

　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十

　
　
分
ま
で

☆
第
三
会
場
（
総
合
セ
ン
タ
↓

　
　
午
後
二
時
五
十
分
か
ら
三
時
五
十

　
　
分
ま
で

　
第
一
、
第
二
会
場
で
は
、
地
元
の
代

表
者
各
十
名
く
ら
い
か
ら
、
要
望
や
ら

が
開
か
れ
ま
す

陳
情
を
受
け
、
答
弁
を
い
た
だ
く
ほ
か

第
三
会
場
で
は
、
町
長
か
ら
町
政
全
般

に
わ
た
る
陳
情
を
申
し
あ
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
都
合
の
で
き

る
方
は
多
数
お
集
り
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
小
海
氏

　
去
る
六
月
一
日
付
で
、
小
根
岸
の
小

海
八
太
郎
氏
が
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

雄
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
町
で
は
、
同
氏
と
仁
田
の
木
村

正
吉
氏
の
二
人
が
人
権
擁
護
委
員
と
し

＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一

増
水
時
の
警
報

　
　
サ
イ
レ
ン
と
ス
ピ
ー
カ
ー
で

　
こ
の
ほ
ど
、
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で

は
、
増
水
時
の
警
報
用
に
、
従
来
の
サ

イ
レ
ン
の
ほ
か
、
ス
ピ
ー
カ
ー
も
取
り

付
け
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　
町
内
の
取
り
付
け
場
所
は
、
小
根
岸

地
内
及
ぴ
根
深
地
内
の
二
か
所
で
す
。

　
上
流
ダ
ム
か
ら
の
放
流
や
、
増
水
の

と
き
の
調
整
な
ど
で
放
流
す
る
場
合
は

サ
イ
レ
ン
を
下
図
の
よ
う
に
鳴
ら
し
、

発
電
所
か
ら

そ
の
後
ス
ピ
ー
カ
ー
で
「
ダ
ム
か
ら
水

を
流
し
ま
す
。
危
い
で
す
か
ら
す
ぐ
川

か
ら
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
放
送
し

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
川
で
遊
ぶ
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
が
、
警
報
が
聞
こ
え
た
ら
、
た

だ
ち
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
警
報
が
な
く
て
も
、
水
が
増

え
て
来
た
と
き
は
、
早
め
に
ひ
き
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
私
的
制
裁
、
差
別
待
遇
、
酷
使
虐
得

な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
所
の
開
設

　
今
月
2
2
日
・
上
野
で

　
次
の
日
程
で
、
無
料
の
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
身
の
ま
わ
り
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

よ
う
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠

慮
な
く
相
談
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
と
き
七
月
二
＋
二
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

☆
と
こ
ろ
上
野
連
絡
所

☆
相
談
担
当
者
町
の
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
及
ぴ
法
務
局
職
員

昌
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝

凸
辮

離
婚
後
も
婚
姻
中
の
氏
を

　
　
　
　
名
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す

サイレン・スピーカーの鳴らし方

　
こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
成
立
し
、
先
月
十
五
日
か

ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
婚
姻
の
と
き
氏
を

改
め
た
人
は
、
離
婚
を
し
て
も
離
婚
後

三
か
月
以
内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
届
出

を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏

を
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
法
律
施
行
前
三
か
月
以

内
（
本
年
三
月
十
五
日
以
降
）
に
離
婚

し
た
人
で
、
す
で
に
婚
姻
前
の
氏
に
も

ど
っ
て
い
る
人
も
、
本
年
九
月
十
五
日

ま
で
に
届
出
を
す
れ
ば
、
婚
姻
中
に
称

し
て
い
た
氏
を
再
ぴ
称
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
戸
籍
係
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

河
川
功
労
者
の

和
久
井
さ
ん
（
木
落
）

　
　
全
国
表
彰
を

　
木
落
の
和
久
井
精
一
さ
ん
は
、
先
般

開
か
れ
た
日
本
河
川
協
会
の
総
会
で
、

河
川
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
信
濃
川
治

水
事
業
に
力
を
注
が
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
、
過
去
に
も

建
設
省
北
陸
地
建
局
長
な
ど
か
ら
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。

サイレン

　　1分間　　　　　　　1分間　　　　　　　1分間
　ト●10秒休●一」一一●10秒休●一一一一●
　　　鳴　　　　　　　　鳴　　　　　　　　鳴

スピーカー

　　　1分間　　　　　　　1分間　　　　　　　1分間
　　　　　　　5秒休←●5秒休●一一●5秒休
　　放送5回　　　　　　　サイレソ　　　　　　　サイレソ

　　　　　　　　　　　擬似音　　　　　　擬似音

上記二つの方法で警報します。

新
潟
県
警
察
官
を
募
集

　
次
に
よ
り
、
明
春
四
月
採
用
の
新
潟

県
警
察
官
A
（
大
学
卒
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

☆
採
用
予
定
人
員
　
　
約
二
＋
五
人

☆
受
付
け
期
間

☆
第
一
次
試
験

☆
第
二
次
試
験

☆
受
験
資
格

今
月
三
十
一
日
ま
で

八
月
八
日
（
日
）

九
月
中
旬
（
予
定
）

昭
和
二
十
四
年
四
月

　
　
二
日
か
ら
三
十
年
四
月
一
日
ま
で

　
　
に
生
れ
た
男
子
で
、
大
学
（
短
大

　
　
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
、
ま
た
は

　
　
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業

　
　
見
込
み
の
者

　
詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
警
察
署
、

駐
在
所
等
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▲今、林分改良開発事業がさかんです。ことしは41

　衡ほど植林の予定とか毎日30人以上の人たちが汗だ
　くで地ごしらえを進めていますo

▼　　先日町の身障者のスポーツ大会が開かれました

　　不自由なからだにもめげずみな大奮闘。
　　　魚つりゲームの一コマです。

町
内
さ
イ
ぽ
ー
ー
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ふ
え
て
い
る
非
行
少
年

　
　
　
困
っ
た
と
き
に
は

　
　
　
　
　
町
の
補
導
員
に
も
ご
相
談
を
〃
“

　
最
近
、
非
行
や
不
良
行
為
の
件
数
が

ふ
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
十
日
町
署
管
内
で
補
導
し
た

件
数
は
、
非
行
が
六
十
五
件
、
ぐ
犯
は

（
不
良
行
為
）
三
百
六
十
四
件
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
川
西
町
で
は
、
非
行
三

件
、
ぐ
犯
四
十
六
件
を
数
え
て
い
ま
す
。

　
不
良
行
為
の
主
な
る
も
の
は
、
夜
遊

ぴ
、
喫
煙
、
飲
酒
な
ど
、
ま
た
、
年
齢

別
に
は
、
有
職
少
年
、
高
校
生
と
続
く

ほ
か
、
中
学
生
、
小
学
生
も
町
内
で
五

件
も
あ
り
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ
ん
。

　
一
…
り
三
＝
。
…
。
＝
●
三
…
一
…
＝
6
三
…
“
＝
．
9
．
．
●
三
…
…
。
．
。
●
．
。
．
3

戸
籍
の
窓
に
関
心

　
　
　
室
島
　
高
橋
ト
ミ
さ
ん
信
5

▲
忙
が
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
全
紙
面

に
目
を
通
さ
な
い
と
き
も
・
：
：
・

　
　
　
　
▲
や
っ
ぱ
り
戸
籍
の
窓
が
一

過
幡
離
能
謹
鯖
漢

灘
の
記
事
茎
題
に
し
て

　
　
　
　
い
る
。

　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
▲
紙
面
の
あ
り
方
・
…
？

　
　
　
　
　
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
主
婦
）

　
こ
う
し
た
少
年
の
非
行
防
止
や
、
非

行
の
早
期
発
見
、
補
導
な
ど
を
目
的
に

少
年
補
導
員
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
は
、
警
察
本
部
長
の
委
嘱
に
よ

る
も
の
で
、
町
で
は
、
木
島
の
小
林
健

三
さ
ん
、
三
領
の
高
橋
寛
治
さ
ん
、
野

口
の
大
久
保
三
吉
さ
ん
、
中
仙
田
の
小

林
義
幸
さ
ん
が
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
方
々
は
、
非
行
防
止
は
も
と
よ

り
、
非
行
少
年
の
保
護
や
困
っ
た
と
き

の
相
談
相
手
に
も
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
昨
年
の
補
導
件
数

は
、
過
去
の
ピ
ー
ク
、
昭
和
二
十
六
年

昭
和
三
十
九
年
を
上
わ
ま
わ
る
も
の
だ

と
か
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
こ
と
だ

と
補
導
員
も
な
げ
い
て
い
ま
し
た
。

　
補
導
員
へ
の
期
待
と
、
家
庭
で
の
注

意
や
監
視
で
、
非
行
の
防
止
を
進
め
た

い
も
の
で
す
。　犯罪のない明るい社会を

つくるため、皆さんに封筒

募金をお願いしています。

ご理解とご協力をお願いし

ます。

善
意
を
あ
り
が
と
う

二
件
の
香
典
返
し

今月は社明月間です

　　先般安全協会主催による優良無事故運転者の表彰式

が行われ、総勢246人が受賞。

　わけても15年以上の無事故者は72人をかぞえました。

免許所有者は、ますますふえています。無事故、無違反

の優良運転者の数をさらにふやしましよう。

　
木
島
の
市
川
辰
平
さ
ん
か
ら
、
死
亡

さ
れ
た
妻
春
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

二
万
円
。

　高

原
田
の
村
山
利
夫
さ
ん
か
ら
、
死

亡
さ
れ
た
父
信
治
さ
ん
の
香
典
返
し
と

し
て
三
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
協

議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
八
日
に

　
　
町
保
健
衛
生
大
会

　
　
が
あ
り
ま
す

　
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
主
催
の
、

保
健
衛
生
大
会
が
、
次
の
日
程
で
開
か

れ
ま
す
。

※
期
日
七
月
＋
八
日
、
＋
時
～
三
時

※
場
所
川
西
中
学
校

　
大
会
に
は
、
健
康
増
進
展
を
は
じ
め

健
康
体
操
の
指
導
、
家
庭
で
の
健
康
づ

く
り
と
題
し
て
の
特
別
講
演
（
講
師
・

野
本
郁
太
郎
先
生
）
、
児
童
、
生
徒
に

よ
る
学
習
研
究
発
表
な
ど
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

町
の
木
・
花
・
鳥

応
募
に
感
謝
し
圭
9

　
町
の
木
・
花
・
鳥
に
ご
応
募
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
三
十
六
名
、
内
訳
は
、

木
が
十
種
類
、
花
は
二
十
種
類
、
鳥
は

十
七
種
類
で
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、

審
議
会
な
ど
か
ら
検
討
を
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
の
で
、
結
果
は
も
う
少
し

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

庁
内
人
事

▽
採
　
用
／
七
月
一
日
付

産
業
課
商
工
係
・
平
野
　
　
勝

＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
餌
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一

鰻
羅
麟
馨
一
㎜

　
噺
亀
　
鋸
　
噺
剛
　
亀
　
駕
　
亀
亀
　
噂
腎
嘱
　
曜
　
6
　
鋸
　
咽
亀
　
、
鋸
　
腎
鋸
　
亀
　
鋸
嘱
篭
亀
　
覧
　
魅
噺
　
覧
　
亀
　
鮎
聯

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

李缶鬼串裏豪缶叢聾難
　　　　　　　　塚
真一裕稔和拓崇豊俊三
紀哉之　 美朗　　 介枝

剛一誠米一善幸忠謙保
士則　作夫夫夫治治

二長長二二長長長二長
女男男男女男男男男女
　　　発
原下元電永木根赤田野
　　　所
田原町通公落深谷中口

敷
藤
拓
也
　
春
夫
　
長
男
　
沖
　
立

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

⑳新
郎
小
川
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
電
所
通
り

　
新
婦
　
田
口
　
洋
子
　
十
日
町
か
ら

⑳　
新
郎
増
田
一
男
室
島

新
婦
福
嶋
真
喜
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

⑳　新
郎
　
田
村
　
貞
一
　
赤
　
谷

　
新
婦
　
小
林
　
愛
子
　
長
　
野
か
ら

⑳　新
郎
　
羽
鳥
　
孝
雄
　
木
　
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
発
田
か
ら

　
新
婦
鶴
巻
都

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

村
山
信
治

高
野
タ
ネ

茂
野
長
作

高
原
田
　
四
九

室
島
　
五
九

室
島
　
七
〇

影

　
　
　
　
小
白
倉

ヤ
ゴ
脱
皮
は
じ
め
し
苗
を
残
し
け
り

ほ
う
の
木
の
花
の
香
甘
き
夕
小
風

笠
重
し
み
の
も
重
た
し
梅
雨
つ
y
く

朝
露
の
い
ち
ご
指
ま
で
染
り
そ
う

田
植
済
み
し
夜
の
ゆ
っ
た
り
と
刻
移
る

　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

夏
帽
の
巡
査
も
来
た
り
麦
の
秋

蠣
に
故
郷
の
道
の
な
つ
か
し
き

水
枯
れ
て
架
橋
工
事
や
え
ご
の
花

　
　
　
　
　
三
領
た
　
か
　
し

五
年
目
の
梅
五
つ
六
つ
日
々
楽
し

療
友
の
便
り
も
梅
雨
を
う
と
み
を
り

　
　
　
　
　
新
町
敏
　
　
　
子

ギ
ラ
ギ
ラ
と
五
月
の
光
白
い
道

行
く
春
を
露
台
に
体
冊
り
て
惜
し
み
け
り

　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

夜
の
雷
の
そ
れ
き
り
暑
さ
戻
り
け
り

　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
文
峯

蝿
・
の
声
ひ
と
す
じ
流
れ
梅
雨
明
く
る

　
　
　
　
　
仙
田
斉
木
定
芳

噴
水
に
乱
る
餌
に
寄
り
錦
鯉

　
ふ
き
の
と
う
会
員
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
よ
し
を

梅
雨
つ
づ
く
朝
な
夕
な
に
渡
る
畦

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
ち
い

紫
陽
花
の
根
分
け
し
て
ま
た
色
浅
く

　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
克
子

梅
雨
晴
れ
の
グ
ラ
ン
ド
に
満
つ
大
歓
声

　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
与
喜

若
葉
か
げ
映
る
梅
雨
路
を
娘
の
家
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
良
家

紫
陽
花
の
色
濃
く
な
り
て
雨
上
る

　
ふ
き
の
と
う
七
月
例
会

　
十
九
日
　
夜
七
時
三
十
分
よ
り

　
　
　
　
総
合
セ
ン
タ
ー
で
す

かわ渉

俳
壇

太
田
白
南
風
選

江
口
み
ゆ
き




